
省エネ改善とCNに向けた確実なステップアップ活動

・活動の着眼点と具体的な進め方

・自社にマッチした活動ロードマップ作成

・省エネ改善の具体的な事例紹介

[2] エネルギー使用量把握[1]CN目標達成に向けて

[4]改善事例のご紹介[3]活動ロードマップ

省エネ活動のポイント

◆全社員一丸となった取り組み

◆改善活動を通じた人づくりは会社収益に貢献

◆他社事例の横展開は改善のスピードアップ

計画的な改善と診断 改善に繋がる見える化

2021年11月ＣＯＰ26 日本

トヨタ系大手仕入先へのＣＮ展開 自動車関連 CO₂排出量〇〇％減 CO 排出量2013年度比46％減

世の中の動向 2020年10月菅内閣2050年ＣＮ宣言 欧州

2021年11月岸田首相20 0年温室効果ガス 2035年までにガソリン ディーゼル車

2013年度比46％削減宣言 新車販売禁止
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他社見学

と個別指導

工場全体エネルギー使用量管理

J T活動 インバータ．間欠運転

1次 側機器の更新省エネ機器の検討 2次 側機器の新設 更新
ＩoＴ活用で

管理コスト低減

新設ライン生産時のCO₂排出ゼロアイテムごとの省エネ標準構築と確実な実施

直間/休日の IT活動

■ ヤメル

※ 社員の理解と納得がポイント、一般論よりOJT

・一人ひとりの環境意識の向上＆実践

・省エネ改善が進んでいる
・使用量、排出量管理のしくみづくり

・本質の追求と省エネの定着（PDCAをまわす）

・環境モデル工場、ラインづくり

・物流ＣＯ 削減 CO 排出 "０"に向けて次のステージへ

項目

■ ネル

リス 表

カーボンニュートラル義務化 （VW、Aud） 2025年CO₂排出量 35％減または25％ (トヨタ ） 2030年ＥＶ30車種世界販売350万台4兆

円投資（トヨタ）

省エネ電力１００％義務化 （VW Audi、BMW） 省エネ導入率 15％ （トヨタ）

■工場見学で泥臭い活動を見学

■ナオス

■トメル

■サゲ

■ヒロウ

■カエル

モデルマシン ラインの エネルギー使用量管理

のしくみづくり

■個別設備

■ユーティリ

■新技術

■管理方法

■教育

■活動方法

※ 必要な時に必要なだけ送る、使う

改善の進め

他社事 展

自社 展

計画

■ ラ ス

■ ュ ル

■

無人稼動におけるエネルギー JIT活動検討

工場全体生産時のCO₂排出ゼロ

ティムネットは教育をサポート

環境に配慮した工場に建替え検討

■ oTの活用状況

リーダー育成

本質 動

目標値の設定

と見える化

改善ステップ１

現状把握

ネル 用量

設備投資計画

更新による

エネルギーロス低減

ロードマップ作成

直ぐにできる改善 しくみの作成＆改訂 大きな設備投資による改善

計画的に開催

診断 診断 診断 診断 診断
診断運用トライ

改善ステップ３

改善ステップ２

■計

データ収集道具立て

オリジナルな活動が有効

ﾕｰﾃｨﾘ
ﾃｨ

プレス 鋳造 塗装
機械加

工
組立 物流 その他 電力 ｶﾞｽ エアー 燃料

額
(千円)

回収

切削油回収での動力ｴﾈﾙｷﾞｰｾ ﾛ化 〇 〇 750 0.25

治具の工夫で汎用化による1マシン稼動停止 〇 〇

565Nストライカー納入中継地廃止 〇 〇

・運搬経路見直しによる運搬距離短縮 〇 〇

エア漏れ改善活動/道具立て、仕組みの定着 〇 3

設備停止都度の点検によるエアー漏れ対策

エアーホース取り回し見直しによる破れ防止

二番材落下によるｴｱｰﾎｰｽ破れ防止

仕入先過積載解消と物流費低減 〇

休日電源ＯＦＦによる非稼動時設備停止の徹底 〇 〇 〇 なし 即

電力量ロス見える化による非稼働時設備停止の徹底 〇 〇 なし 即

コンプレッサーの運用ルール制定と遵守で電力削減 〇 〇 10 即

検査室レイアウト変更によるエアコン1台停止 〇 〇

連休時保持炉停止によるＬＮＧ削減

ﾏｼﾝ立ち下げ時の水、ｴｱ元バルブ閉じ

油圧ユニット見える化によるエネルギーロス未然防止 〇

チラーポンプ稼動台数低減による電力使用量低減 〇 〇

ＬＮＧバーナー理想空気比表示装置化による燃料と工場エ
アーの低減

〇 .

チラー水×冷却塔用水配管切替可能可によるＣＯ₂削減 〇 1,795 1.4

恒温恒湿エリア空気循環回数の低減と設定温度見直し 〇 〇 なし 即

断熱ジャケット取付による溶解保持炉16台の省エネ化 〇 1000 1.98

ダイカストマシン 3台中低圧油圧ポンプインバータ制御化 〇 38000 2 6

全熱交換機CO2センサー仕様追加による省エネ制御 〇 〇 65 8.3

プレス段取り時間短縮による待機電力の削減 〇 5000 4 8

蒸気用ヘッダーの放熱ロスの低減とＬＮＧ削減 〇 〇 99 2

塗装ライン 送水ポンプのインバータ制御化で電力削減 〇 〇 230 6.2

ブレージング炉 非生産時のメッシュベルト速度最適化に
よるヒーター電力量削減

なし 即

EB溶接冶具清掃方法変更による9ラインｴｱｰ使用量低減 〇 1000 1.3

排水処理設備 脱水機使用エネルギー低減 〇 4 0.4

排水処理場ﾌ ﾛﾜｰ ﾌﾟｰﾘｰ径変更による電力の削減 〇 80 0 1

省エネトランス導入によるエネルギー低減（490台） 〇 7350 4

Ｏ 時間のメインコンプレッサー稼働停止改善 〇 〇 なし 即

クスターテープ貼り機エアーブローの使用量の低減 〇 〇 59 0.6
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